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はじめに 

用語について 

本文中では、「Microsoft® Excel 2016」、「Microsoft® Excel 2019」のことを、「Excel2016」、 

「Excel2019」と表記しています。 

 

本文中の表記について 

表 記 説  明 

（ ） 引用、他の表記、セル番地 

【 】 重要な用語、機能名 

「 」 フォルダー名、ファイル名、シート名 

『 』 入力箇所、選択箇所 

《 》 
ウィザード名、ダイアログボックス名、ウィンドウ名、

メッセージボックス名 

［ ］ タブ名、リボン名 

 Check!   操作上の注意点など 

One Point 補足説明、手順に説明された方法以外の操作など 

囲み文字 
ダイアログボックス・ウィザードのボタン名、 

キーボード名 

 

動作環境について 

本書は、以下の環境にて制作しています。 

⚫ OS ：Windows 10 Enterprise 

⚫ アプリケーションソフト ：Microsoft Office Professional Plus 2016 

⚫ 画面解像度 ：1920×1080ピクセル 

※環境によっては、画面の表示が異なる場合や、機能が操作できない場合があります。 

 

Excel2019では、下記のようにボタンの形状や名称が異なる場合があります。 

Excel2016  Excel2019  

ボタンの名称などが異なる場合は、テキストに記載していますので、ご確認ください。 

 

「Excel DB&Pivot」フォルダーについて 

テキストの「付録-1」をご覧いただき、付属されている CD-ROM よりデータをダウンロードして

ご利用ください。 
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１０-３   集計方法の変更 
フィールドのグループ化を変更する方法を学習します。 

  操作   集計方法の変更 

ピボットテーブルで集計すると、数値の合計だけでなく、データの個数や比率などに表示を変更し、 

視点を変えた分析が簡単にできます。 

シート「 分析 2 」をアクティブシートにしましょう。 

フィールド「 担当者 」の月別の注文件数の集計結果に変更しましょう。 

注文件数はフィールド「 明細番号 」を使用します。 

    手順１  シート「分析 2」のピボットテーブル内の任意のセルをアクティブセルにします。 

    手順２  ≪ピボットテーブルのフィールド≫ウィンドウの「値」エリアのフィールド「計」をエリアボックス外

にドラッグし、削除します。 

    手順３  フィールド「明細番号」を「値」エリアにドラッグします。 

※明細番号の連番の合計が集計されました。 

    手順４  セル（B5）をアクティブセルにします。※値エリア内であれば任意のセルでかまいません。 

    手順５  ［ピボットテーブル ツール］－［分析］タブ－［アクティブなフィールド］の  

（フィールドの設定）ボタンをクリックします。 

    手順６  ≪値フィールドの設定≫ダイアログボックスが表示されます。 

[集計方法]タブ－「選択したフィールドのデータ」の一覧から「データの個数」 

（Excel2019の場合は個数）を選択します。 

 

    手順７    OK  ボタンをクリックします。 
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「 担当者 」の月別の注文件数の集計結果に変更できました。 

 

 

  One Point：  集計方法 

値フィールドの集計方法は、値エリアに配置するフィールドのデータの種類によって変わります。初期の設

定では、数値データは「合計」、文字列や日付データは「データの個数」（Excel2019 の場合は個数）で集計

されます。集計方法は、あとから（平均や最大、最小値などに）変更することができます。 
 

 

 

  操作   詳細データの表示 

値エリアの詳細データを確認するには、集計結果をダブルクリックすると、新規シートに表示することができ

ます。 

担当者「 佐藤敏明 」の 2016年 1月のデータの詳細を新規シートに表示しましょう。 

    手順１  「佐藤敏明」の 1月のセル（B5）をダブルクリックします。  
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新しいシートが追加され、4件の詳細データが表示されたことを確認しましょう。 

 

 

 

  操作   計算の種類の変更 

値エリアの計算の種類を総計に対する比率や、行（列）に対する比率などに変更することができます。 

シート「 分析 2 」をアクティブシートにしましょう。 

計算の種類を「 担当者 」ごとの値の構成比に変更しましょう。 

    手順１  ≪ピボットテーブルのフィールド≫ウィンドウの「値」エリアのフィールド「明細番号」をエリアボッ

クス外にドラッグし、削除します。 

    手順２  フィールド「計」を「値」エリアにドラッグします。 

    手順３  セル（B5）をアクティブセルにします。※値エリア内であれば任意のセルでかまいません。 

    手順４  ［ピボットテーブル ツール］－［分析］タブ－［アクティブなフィールド］の  

（フィールドの設定）ボタンをクリックします。 

    手順５  ≪値フィールドの設定≫ダイアログボックスが表示されます。 

[計算の種類]タブ－「計算の種類」の  をクリックします。 

    手順６  表示された一覧から「行集計に対する比率」を選択します。 
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    手順７    OK  ボタンをクリックします。 

 

「 担当者 」ごとの値の構成比に変更できました。 

 

 

確認できたら、計算の種類をもとの「 計算なし 」 に戻しましょう。 

 

①   シート「 分析 2 」のピボットテーブルの計算の種類を 

「 月 」ごとの値の構成比に変更しましょう。 

※ヒント 計算の種類は、「 列集計に対する比率 」を選択します。 

 

 

確認できたら、計算の種類をもとの「 計算なし 」 に戻しましょう。 

  

Let’s try！ 
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  ●  基準値に対する比率 

値エリアにフィールド「 計 」をもう一つ追加して、計算の種類を前月に対する比率に変更しましょう。 

    手順１  ≪ピボットテーブルのフィールド≫ウィンドウのフィールド「計」を「値」エリア「合計/計」の 

下位にドラッグします。 

 

    手順２  セル（C6）をアクティブセルにします。 

※値エリア「合計/計 2」内であれば、任意のセルでかまいません。 

    手順３  ［ピボットテーブル ツール］－［分析］タブ－［アクティブなフィールド］の  

（フィールドの設定）ボタンをクリックします。 

    手順４  ≪値フィールドの設定≫ダイアログボックスが表示されます。 

[計算の種類]タブ－「計算の種類」の  をクリックします。 

    手順５  表示された一覧から「基準値に対する比率」を選択します。 

    手順６  基準フィールドに「日付」、基準アイテムに「（前の値）」を選択します。 

 

    手順７    OK  ボタンをクリックします。 
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フィールド「 計 」を追加して、前月との比率に変更できました。 

 

 

 

①  シート「 分析 2 」のピボットテーブルのフィールド「 合計/ 計 2 」の 

計算の種類を前月に対する差分に変更しましょう。 

※ヒント 計算の種類は、「 基準値のとの差分 」を選択します。 

 

確認できたら、計算の種類をもとの「 計算なし 」 に戻しましょう。 

C列は前の値がないため、100% 

C列は前の値がないため、空白 

Let’s try！ 
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  操作   集計値の累計 

ある時点での売上金額の累計などがすぐにわかるように、項目の集計を変更することができます。 

シート「 分析 3 」をアクティブシートにしましょう。 

値エリアのフィールド「 合計/ 計 2 」のフィールド名を「 累計 」に変更し、計算の種類を月ごとの売上累

計に変更しましょう。 

    手順１  セル(C6) をアクティブセルにします。 

※値エリア「合計/計 2」内であれば、任意のセルでかまいません。 

    手順２  ［ピボットテーブルツール］－［分析］タブ－［アクティブなフィールド］の 

（フィールドの設定）ボタンをクリックします。 

    手順３  ≪値フィールドの設定≫ダイアログボックスが表示されます。 

名前の指定に『 累計 』と入力します。 

    手順４  [計算の種類]タブ－「計算の種類」の  をクリックします。 

    手順５  表示された一覧から「累計」を選択します。 

    手順６  基準フィールドの「日付」を選択します。 

 

    手順７    OK  ボタンをクリックします。 

  

   フィールド名（ラベル名）の変更 

フィールド名（ラベル名）は、直接セルに入力 

しても変更することができます。 
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月ごとの累計に変更できました。 

 

 

 

  One Point：  計算の種類の変更 

値エリアの計算の種類を変更すると、総計に対する比率や、行や列に対する比率を集計できます。 

≪値フィールドの設定≫ダイアログボックスの［計算の種類］タブをクリックし、「計算の種類」の    を 

クリックして、計算の種類を選択します。計算の種類は以下の通りです。 

 

計算の種類 内容 

計算なし 初期の設定 

総計に対する比率 総計に対する比率 

行（列）集計に対する比率 行（列）ごとの合計値に対する比率 

基準値に対する比率 「基準フィールド」の「基準アイテム」で指定した値に対する比率 

親（行列）集計に対する比率 アイテムの値÷親（行列）アイテムの値 

基準値との差分（比率） 「基準のフィールド」の「基準アイテム」で指定した値との差分（比率） 

比率の累計 累計の比率を表示 

昇順での順位 値の昇順の順位を表示 

降順での順位 値の降順の順位を表示 

指数（インデックス） （（セルの値）×（総計））÷（（行の総計）×（列の総計）） 
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  操作   集計フィールドの挿入 

既存のフィールドの値をもとに、集計フィールドを追加することができます。 

シート「 分析 4 」をアクティブシートにしましょう。 

フィールド「 計 」の集計結果から 10％増の値を求める集計フィールド『 来期予算 』を追加しましょう。 

    手順１  ピボットテーブル内の任意のセルをアクティブセルにします。 

    手順２  ［ピボットテーブル ツール］－［分析］タブ－［計算方法］の  

（フィールド/アイテム/セット）ボタンをクリックします。 

    手順３  表示された一覧から「集計フィールド」をクリックします。 

 

    手順４  ≪集計フィールドの挿入≫ダイアログボックスが表示されます。 

「名前」に『 来期予算 』と入力します。 

    手順５  「数式」の『 0 』を削除し、『 ＝ 』のみ表示します。 

    手順６  フィールドの一覧から「計」を選択し、  （フィールドの挿入）ボタンをクリックし

ます。 

    手順７  入力された「計」の後ろに『 * 1.1 』と入力します。 

 

    手順８    OK  ボタンをクリックします。 
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「 来期予算 」フィールドを追加できました。 

 

 

 

  操作   集計フィールドの変更 

挿入した集計フィールドの内容を変更することができます。 

フィールド「 来期予算 」の集計結果をフィールド「 計 」の 15％増の値を求める集計に変更しましょう。 

    手順１  ピボットテーブル内の任意のセルをアクティブセルにします。 

    手順２  ［ピボットテーブル ツール］－［分析］タブ－［計算方法］の  

（フィールド/アイテム/セット）ボタンをクリックします。 

    手順３  表示された一覧から「集計フィールド」をクリックします。 

 

    手順４  ≪集計フィールドの挿入≫ダイアログボックスが表示されます。 

「名前」の  をクリックして、『 来期予算 』を選択します。 
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    手順５  「＝計 *1.1」を『 ＝計 *1.15 』に変更し、  変更  ボタンをクリックします。 

 

    手順６    OK  ボタンをクリックします。 

 

「 来期予算 」フィールドを変更できました。 

 

ブック名「 DP第１０章完成 」で「 Excel DB&Pivot 」フォルダーに保存しましょう。 

 

  One Point：  集計フィールドの表示 

 
 
 

集計フィールドで追加したフィールドは、 

≪ピボットテーブルのフィールド≫作業ウィンドウの 

フィールドの一覧に表示されます。 


